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　皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
　「暑さ寒さも彼岸まで」と申しますが、日ごとにやわらかな日差しが感じられるようになり、
春の訪れを実感する季節となりました。自然界では、長い冬を越えた草木が新たな芽を伸ば
し始め、次の成長へと向かう準備を静かに進めています。このような節目の時期は、私たち
自身の歩みを振り返り、これからの在り方を考える良い機会でもあります。
　ロータリーもまた、例外ではありません。
　1 月 12 日に開催された国際協議会において、オラインカ・H・ババロラ国際ロータリー会
長エレクトが講演され、クラブにおける歓迎的な環境づくり、意義あるプロジェクトの実施、
そして人生を変えるようなロータリー体験を通じて、
CREATE LASTING IMPACT（持続可能なインパクトを生み出そう）
というメッセージを力強く発信されました。
　その中で、「ロータリーは私たち自身を変えてきました。私たちという人間を形づくり、よ
り良い人間にしてくれたのです。私たちは “ 世界を変える ” ことをよく語ります。ポリオ根
絶や平和構築について話します。しかし、ロータリーが自分自身をどう変えたかについては、
あまり考えていないのではないでしょうか」と述べられた言葉は、私の心に深く残っています。
　奉仕の成果や社会的な影響だけでなく、ロータリーを通じて自分自身がどう成長し、どう
変わってきたのかを見つめ直すことの大切さを、改めて気づかされたからです。
　今回の RI 会長メッセージと、本年度のテーマ
UNITE FOR GOOD（よいことのために手を取りあおう）
との関連性を考えると、「UNITE（団結）」は目的ではなく、あくまでも手段であることが見
えてきます。私たちが心を一つにし、力を合わせることで、より大きな「よいこと」を成し
遂げることができ、その成果を一過性のものではなく、未来に残る価値へと高めていくこと
ができるのです。その到達点こそが「IMPACT」につながるのではないでしょうか。
　人と人とのつながりは信頼を生み、歓迎の姿勢は新たな参加を促し、具体的な行動は確か
な変化を生み出します。ロータリーの真の価値は、こうした積み重ねの先に生まれる「持続
可能なインパクト」にあると感じています。それは数字や実績だけでは測れない、地域社会
の中で息づき、人の心に残り続ける価値なのだと思います。

ガバナーメッセージ

国際ロータリー第 2820 地区

2025-2026 年度ガバナー

瀬戸　隆海　(水海道ＲＣ)
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　私たちのクラブにおいても、変化を恐れず、前向きに取り組む姿勢がこれまで以上に求め
られています。奉仕活動や会員増強も、その時々の成果に満足して終わるのではなく、地域
に根づき、継続し、次の世代へと自然につながっていく形にしてこそ、真の意味を持ちます。
そのためには、一人ひとりが当事者意識を持ち、互いを尊重しながら歩みを進めていくこと
が欠かせません。
　変化に満足するのではなく、その変化を積み重ね、やがて「持続可能なインパクト」へと
高めていく――。
　この視点を常に心に留め、会員の皆さまとともに学び、行動し、成長し続けるクラブであ
りたいと考えています。今後とも、皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願
い申し上げます。
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　皆さん、こんにちは、ローターアクト総括委員長の塚越です。水と衛生について寄稿する
ようにとのガバナー事務所事務所からの依頼なので、思いつくままに、書きます。
　先ずは、水について書いてまいります。人間は水を全く飲まない状態で 4 ～ 5 日程度で命
を落とす危険があり、環境によっては 1 週間以内といわれてますが、食べ物がなくても水と
睡眠が確保できれば 2 ～ 3 週間生存可能とされているとのことです。
　人間の体は約 60％が水分構成されており、性別や年齢で構成は違うそうで、新生児は 75％
で高齢者は 50％程度だそうです。体内の水分は、血液として栄養素や酸素を運び、老廃物を
排出する需要な役割を担い、不足すると脱水症状や熱中症、脳梗塞などのリスクが高まりま
すので、人間は食事や飲料で毎日 2.5L の水分補給が必要だそうです。
　次に、水と衛生について少しお話します。日常生活で、手洗いやうがいは、子供の頃から、
衛生的生活のために推奨され、学校教育や職場で先生や保健師さんから外出や作業後には手
洗いやうがいするように私たちは教育されてきました。
　日本は、ありがたいことに水道の普及率は、世界最高水準で、2022 年度時点で約 98.3％だ
そうです。但し高度成長期に整備された施設が多く、設備の老朽化が進み、そのメンテナン
スが今日的課題としてあります。
　いずれにしても、水栓をひねると水が出てきて手洗いや食事の準備、後片づけに使えるの
で便利ですが、地震や水害が起こるとその状態は、新聞、テレビ、ネット情報でご覧の通り、あっ
という間に失われます。
　海外に目をやると、水道設備、下水道設備がない国が、まだ数多くあることを考えますと、
2820 地区のロータリーの先輩や皆さんが、だいぶ以前からタイほか多くの国に、井戸掘りな
どで、現地ロータリーと協力して、事業をしていることに対して敬意を表したいと思います。
ロ―ターアクトの関係者としては、是非ともローターアクトにも声をかけて頂き、若い彼ら
に貴重な体験の場を提供して頂けたらと思います。
　結びに、POLIO をはじめとした感染症は、ワクチンに加えて、きれいな水と衛生設備がな
いと予防するのは、難しいと思います。

水と衛生月間に寄せて

2025-2026 年度

ローターアクト総括委員長

塚越　俊祐（つくば学園ＲＣ）



分区 クラブ名
会員増強報告 ( 単位／人 )

本年末
会員目標

期首
会員数

12月実績 本年度累計 2025 年
12月末日

うち
女性会員入　会 退　会 入　会 退　会 純　増

日立
日立南
高萩
北茨城
日立港
日立北
日立中央
　 合　　計
那珂湊
常陸太田
大子
大洗
勝田
東海那珂
ひたちなか
　 合　　計
水戸
笠間
水戸西
水戸南
友部
水戸東
水戸さくら
水戸好文
茨城RE
　 合　　計
古河
境
岩井
古河東
古河中央
　 合　　計
下館
結城
真壁
下妻
しもだて紫水
筑西きぬ
　 合　　計
石岡
土浦
土浦南
つくば学園
石岡 87
土浦中央
つくばシティ
阿見
つくばサンライズ
　 合　　計
竜ヶ崎
水海道
取手
牛久
守谷
龍ケ崎中央
　 合　　計
鉾田
鹿島臨海
玉造
波崎
鹿島中央
　 合　　計

69
36
35
29
35
38
22
264
17
40
26
15
26
35
25
184
133
22
75
85
21
68
20
19
12
455
54
42
12
49
52
209
25
25
14
69
52
16
201
18
53
93
110
28
13
59
24
19
417
38
51
16
41
5
15
166
29
45
12
18
21
125
2021

64
34
31
25
32
35
20
241
16
37
24
13
24
32
23
169
123
19
69
75
20
63
17
17
10
413
50
39
9
45
47
190
23
23
11
64
49
14
184
16
46
86
105
25
11
54
23
17
383
35
48
14
38
3
12
150
27
40
9
15
19
110
1840

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
1
0
0
0
2
3
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
2
1
0
2
2
0
0
7
1
0
0
2
0
3
2
0
1
2
0
0
5
0
0
0
1
0
0
1
0
0
2
0
1
0
0
0
0
1
0
0
0
0
3
3
25

1
0
0
1
1
0
0
3
0
0
0
0
2
3
0
5
4
0
1
2
0
0
0
0
0
7
1
0
1
1
3
6
0
1
0
6
2
1
10
0
1
1
10
1
1
3
3
3
23
0
1
0
0
0
2
3
0
0
0
0
2
2
59

2
0
4
0
1
0
4
11
0
0
0
2
1
1
0
4
1
0
2
1
0
2
2
0
0
8
1
3
0
3
0
7
2
0
1
2
1
0
6
0
3
0
2
2
1
3
0
1
12
0
3
0
1
0
0
4
0
0
2
0
3
5
57

-1
0
-4
1
0
0
-4
-8
0
0
0
-2
1
2
0
1
3
0
-1
1
0
-2
-2
0
0
-1
0
-3
1
-2
3
-1
-2
1
-1
4
1
1
4
0
-2
1
8
-1
0
0
3
2
11
0
-2
0
-1
0
2
-1
0
0
-2
0
-1
-3
2

63
34
27
26
32
35
16
233
16
37
24
11
25
34
23
170
126
19
68
76
20
61
15
17
10
412
50
36
10
43
50
189
21
24
10
68
50
15
188
16
44
87
113
24
11
54
26
19
394
35
46
14
37
3
14
149
27
40
7
15
18
107
1842

3
3
1
3
2
4
3
19
1
6
2
0
2
0
2
13
4
0
12
11
0
4
3
15
4
53
5
0
2
13
6
26
3
0
0
9
4
4
20
0
8
5
8
0
0
9
1
7
38
5
2
1
3
0
2
13
0
5
1
1
2
9

191地　区　合　計

第
１
分
区

第
２
分
区

第
３
分
区

第
４
分
区

第
５
分
区

第
６
分
区

第
７
分
区

第
８
分
区

国際ロータリー第 2820 地区
2025-26 年度 2025 年 12 月末時点会員増強報告

※期首とは７月１日の午前０時時点、末日とは当日午後１２時時点とする。
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　やわらかな春風に心華やぐ季節となりました。別れと出会いが交差する３月、環境が変わる
方も多いのではないでしょうか？新たな季節と共に、皆様にも幸せが訪れます様心からお祈り
いたします。

　　月信編集委員　雨谷　道夫

　　　３月号編集後記

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月
火

12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22

23
24
25
26
27
28
29
30
31

3月ガバナー公式訪問・研究会日程表
つくば学園RC40周年

米山修了式
地区チームラーニングセミナー

水戸RC75周年

会長エレクト
ラーニングセミナー

題字・表紙写真

３月　みやび絵歳時記

かたらひ　やわらぐ声に　花のほころぶ
作者　澤田　憲一

寒さも緩み心もなぜか和らぎ、そして花もほころび会話も弾む。
いよいよ春がやってきました。

温む季節と共に語らいの輪が、花が綻ぶように広がってくる。
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下館ＲＣ

佐藤　昭
（享年８１歳）

昭和２０年４月２４日生まれ

令和８年１月１１日ご逝去

平成１９年５月９日入会

■職　　業　　菓子製造販売
■ ロータリー歴
　2020-2022　ロータリー財団委員長
　2022-2023　会計、 青少年奉仕
　2023-2026　会計監査
　2025-2026　職業奉仕副委員長、 親睦委員会
　　　　　　　　　　　  米山委員会
■ 寄付歴
　マルチプル ・ ポール ・ ハリス ・ フェロー
　米山功労者

石岡ＲＣ

小野　賢造
（享年 72歳）

昭和２8年４月9日生まれ

令和８年１月7日ご逝去

平成27年1月14日入会

■職　　業　　防水塗装




